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1. 実験経過  
②骨芽細胞 

松原さんレポート参照 

⑤チューナブルレーザーMFM 

 	 スペクトル取得のための系を構築した．図１に示す． 

 

図１	 セットアップ 

 

構築後，血管（図３）＆エラスチン標準サンプル（図４）のイメージングを行った（λ= 1300 nm，視野約

200 µm四方）． 

  

図２	 サンプル無し＠25 mWのスペクトル 図２	 エラスチン試薬＠25 mWのスペクトル 
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Ref) Chi-Kuang Sun et al., “In vivo and ex vivo imaging of intra-tissue elastic fibers using third-harmonic-generation 

microscopy”, OE 15, 11167 (2007). 

 

2.今後の予定  
	 ①コム共焦点 

・	 ︎VIPA+回折格子＠スキャンレス 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

	 ①’ スリット＋ポリクロ共焦点 

	 	 ・光学系再構築 

	 ②骨芽細胞 

・	 論文▶ ︎提出済＠6/14  

・	 引っ張り条件を変えて比較 



	 ③偏光連続回転▶ ︎腱の動物実験に合わせてそろそろ▶ ︎７月から 

・	 解析パラメータ再考？ 

・	 ヒト試験＠１１月３-７？ 

	 ④腱リモデリング 

・	 論文＆新規実験準備 

・	 麻酔用マスク・ボックス 

 

	 ⑤チューナブルレーザーSHG-M 

・	 スペクトル取得 

以上 


